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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、真核生物において転移RNAおよび小型リボソームRNAの合成を担うRNAポリメラーゼIIIの2番目に大きいサブユニットをコードしています。この最大サブユニットとコードされているタンパク質は、RNAポリメラーゼIIIの触媒中心を形成します。この遺伝子の変異は、低髄鞘形成性白質ジストロフィーの原因となります。この遺伝子については、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年12月],触媒活性：ヌクレオシド三リン酸 + RNA(n) = 二リン酸​​ + RNA(n+1).,機能：DNA依存性RNAポリメラーゼは、4つのリボヌクレオシド三リン酸を基質としてDNAからRNAへの転写を触媒します。5S rRNAやtRNAなどの小型RNAを合成するRNAポリメラーゼIIIの2番目に大きいコア成分です。ポリメラーゼの触媒活性に寄与すると提唱されており、最大サブユニットと共にポリメラーゼ活性中心を形成する。Pol IIIは可動性エレメントで構成され、RPC2は中央の大きな溝を持つコアエレメントの一部であり、おそらくは溝を開閉するために移動するクランプエレメントである。,類似性：RNAポリメラーゼβ鎖ファミリーに属する。,サブユニット：17個のサブユニットからなるRNAポリメラーゼIII（Pol III）複合体の構成要素。,
	研究分野
	プリン代謝、ピリミジン代謝、RNAポリメラーゼ、細胞質DNA感知経路
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	RPC2抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

